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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月14日(2017.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の少なくとも１つ以上の制御目標値を演算する機能を有すると共に、前記制御
目標値の少なくとも１つの前記制御目標値を相対湿度の大きさによって補正する機能を有
する制御機能部を備えた内燃機関用制御装置において、
　前記制御機能部には、吸気管内に設けられた吸気湿度測定手段と吸気温度測定手段から
の情報が入力され、
　前記制御機能部は、前記内燃機関が駆動されている状態で、前記吸気湿度測定手段から
の相対湿度情報と前記吸気温度測定手段からの吸気温度情報の相関関係に基づき、吸気温
度が上昇したときに前記相対湿度が上昇した場合、或いは前記吸気温度が低下したときに
前記相対湿度が低下した場合には前記吸気湿度測定手段が故障していると判定する診断機
能を備えていることを特徴とする内燃機関用制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の内燃機関用制御装置において、
　前記診断機能は、
　前記吸気温度が上昇した時の前記吸気温度の変化量が所定値以上で、かつ前記相対湿度
の変化量が所定値以上の場合、或いは前記吸気温度が低下した時の前記吸気温度の変化量
が所定値以上で、かつ前記相対湿度の変化量が所定値以上の場合に前記吸気湿度測定手段
が故障していると判定することを特徴とする内燃機関用制御装置。
【請求項３】
　内燃機関の少なくとも１つ以上の制御目標値を演算する機能を有すると共に、前記制御
目標値の少なくとも１つの前記制御目標値を相対湿度の大きさによって補正する機能を有
する制御機能部を備えた内燃機関用制御装置において、
　前記制御機能部には、吸気管内に設けられた吸気湿度測定手段と吸気温度測定手段から
の情報が入力され、
　前記制御機能部は、前記内燃機関が駆動されている状態で、前記吸気湿度測定手段から
の相対湿度情報が所定の上限値、或いは所定の下限値、或いは所定の上下限値に張り付い
た場合に前記吸気湿度測定手段が故障していると判定する診断機能を備えていることを特
徴とする内燃機関用制御装置。
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【請求項４】
　請求項１或いは請求項３に記載の内燃機関用制御装置において、
　前記制御機能部は、前記吸気湿度測定手段からの相対湿度情報と前記吸気温度測定手段
からの吸気温度情報をデジタルフィルタリング処理を行って求めることを特徴とする内燃
機関用制御装置。
【請求項５】
　請求項１或いは請求項３に記載の内燃機関用制御装置において、
　前記診断機能は、故障と判定する回数を計数し、所定の回数に達すると故障を確定する
ことを特徴とする内燃機関用制御装置。
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